
一般社団法人 オープン＆ビッグデータ活用・地方創生推進機構（VLED） 
 

委員会の構成について 
 

（第１回運営委員会（2014-10-14）資料３より） 

参考 



４つの委員会を設置／それぞれの参加者構成は下図の通り 
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理事長 

理事 

最高顧問・顧問 

事務局 

オブザーバー（各府省） 

自治体分科会 

理事会 

社員総会 

助言 

出席 

事務 
オブザーバは理事会の他、 

社員総会、各委員会にも出席 

2020オープンデータシティ推進委員会 

社員 

委員（有識者） 委員（有識者） 

技術委員会 データガバナンス委員会 

社員 

委員（有識者） 

社員 

利活用・普及委員会 

委員（有識者） 

社員 

社員 

運営委員会 

賛助会員 

自治体会員 自治体会員 自治体会員 自治体会員 

※自治体会員は各委員会に
オブザーバとして参加 

データサイエンティスト資格 
検討分科会 

※賛助会員は利活用・普及
委員会のみに参加 

※分科会は予定／委員会において設置を決定する ※分科会は予定／委員会において設置を決定する 



各委員会の委員（有識者） 

組織 候補者 備考 

委
員
会 

技術委員会 

◎越塚 登 （東京大学大学院情報学環 教授） 
○武田 英明 （国立情報学研究所 教授） 
中尾 彰宏 （東京大学大学院情報学環 教授） 
平本 健二 （経済産業省 CIO補佐官） 
深見 嘉明 （慶應義塾大学SFC研究所 上席所員(訪問）） 

コンソーシアム技術委員
会委員 

データガバナンス 
委員会 

◎井上 由里子 （一橋大学大学院国際企業戦略研究科 教授） 
○野口 祐子 （グーグル株式会社 法務部長 弁護士） 
沢田 登志子 （一般社団法人ECネットワーク 理事） 
友岡 史仁 （日本大学法学部 教授） 
森 亮二 （英知法律事務所 弁護士） 
他1名予定（調整中） 

コンソーシアムデータガバナ
ンス委員会委員 

利活用・普及委員会 

◎中村 伊知哉 （慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科 教授） 
○村上 文洋 （(株)三菱総合研究所 公共ソリューション本部 主席研究員） 
石川 雄章 （東京大学大学院情報学環特任教授） 
大向 一輝 （国立情報学研究所准教授） 
川島 宏一 （株式会社公共イノベーション代表取締役） 
小林 巌生 （有限会社スコレックス） 
庄司 昌彦 （国際大学GLOCOM主任研究員・講師） 
野原 佐和子 （株式会社イプシ・マーケティング研究所代表取締役社長、慶應義

塾大学大学院政策・メディア研究科特任教授） 
福野 泰介 （株式会社jig.jp代表取締役社長） 

コンソーシアム利活用・普
及委員会委員 

2020オープンデータ
シティ推進委員会 

越塚 登 （東京大学大学院情報学環 教授） 
井上 由里子 （一橋大学大学院国際企業戦略研究科 教授） 
中村 伊知哉 （慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科 教授） 

コンソーシアム各委員会
主査 
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※ ◎印は主査、○印は副主査 
   2020オープンデータシティ推進委員会は主査を設けず、全員がCo-Chairとなる 



会員種別と参加可能な委員会 

会員種別 

参加できる委員会 

データガバナンス委員会 技術委員会 利活用・普及委員会 
2020オープンデータシティ

推進委員会 

社員（設立時） ○ ○ ○ ○ 

社員（追加） ○ ○ ○ ○ 

賛助会員 
× 

主査が必要と認めればOK 

× 
主査が必要と認めれば

OK 
○ 

× 
主査が必要と認めればOK 

自治体会員 
○ 

オブザーバ参加 
○ 

オブザーバ参加 
○ 

オブザーバ参加 
○ 

オブザーバ参加 

委員 
（各委員会毎に選

定） 
○ ○ ○ ○ 
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各委員会のミッション 

委員会 ミッション 

データガバナンス委員会 

• オープンデータガイド（利用ルール編）のブラッシュアップを行う。 
• 自治体などがデータの公開を推進する上で、ルールが不明確な点（いわゆるグレーゾーン）についてあり

方などを検討し、政府などに提言する。 
• パーソナルデータに関する検討会や、大綱策定、個人情報保護法改正などの動きを把握しつつ、位置

情報などプライバシー保護との関係が必ずしもルール化されていない点（グレーゾーン）について在り方を
検討し、政府などに提言する。 

技術委員会 

• 外部仕様書及びオープンデータガイド（技術編）のブラッシュアップを行うとともに、情報連携基盤の運
用を実施する。 

• 国際標準化の推進方法として、ITU-TやW3Cなどへの参加・関与の在り方など、今後の進め方を検討
する。 

• その上で、これまで検討してきた成果なども活用し、国際標準化に向けた活動を開始する。 

利活用・普及委員会 
• ウェブサイトによる情報発信や、シンポジウム、アプリコンテスト、アイデアソン／ハッカソン、勝手表彰等の

イベントを行なうなど、オープンデータ等に関する普及・啓発活動を実施する。 

２０２０オープンデータシティ
推進委員会 

• オープンデータ・ビッグデータを活用した都市・地域のマネジメントや、それを実現するためのICT先端技術
の開発・導入など、２０２０年に向けた街づくりにおけるICTショーケースの整備に向けた検討を行う。 

• そのために必要な、データ活用能力を持った人材の育成を行う。 

データサイエンティスト資格 
検討分科会 

• 2020オープンデータシティ推進委員会の下に設置。 
• データ活用能力を持った人材を認定するための資格制度について検討を行う。 

自治体分科会 
• データガバナンス委員会の下に設置。 
• 自治体などがデータの公開を推進する上で、ルールが不明確な点（いわゆるグレーゾーン）についてあり

方などを検討し、政府などに提言する。 
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※分科会は予定／委員会において設置を決定する 


